
国際医療福祉大学成田病院が母体搬送ネットワーク連携病

院に加入することについて報告します。

母体搬送ネットワーク連携病院について
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資料２－１



・千葉県では、千葉県産婦人科医学会の先生方の御協力を得て、平成１９年１０月

より、リスクが伴う分娩が生じた場合に、高度な医療を提供する周産期母子医療セ

ンター及び母体搬送ネットワーク連携病院を中心としたネットワークの運用を開始

し、平成２０年６月から母体搬送コーディネータの運用を開始している。
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１ 母体搬送ネットワーク事業

産婦人科・診療・助産所嘱託病院等

地域周産期母子医療センター・母体搬送ネットワーク連携病院

母体搬送コーディネーター
妊産婦入院調整業務支援システム

総合周産期母子医療センター等
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１ 母体搬送ネットワーク事業

【総合周産期母子医療センター】
千葉大学医学部附属病院
東京女子医科大学附属八千代医療センター
亀田総合病院
【地域周産期母子医療センター】
千葉市立海浜病院
千葉県こども病院
順天堂大学医学部附属浦安病院
船橋中央病院
松戸市立総合医療センター
成田赤十字病院
東邦大学医療センター佐倉病院
総合病院旭中央病院
君津中央病院

【母体搬送ネットワーク連携病院】
東京慈恵会医科大学附属柏病院
東京歯科大学市川総合病院
船橋市立医療センター
日本医科大学千葉北総病院
帝京大学ちば総合医療センター

現在、周産期母子医療センター１２医療機関及び母体搬送ネットワー

ク連携病院５医療機関が母体搬送ネットワーク事業に協力。
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２ 母体搬送ネットワーク連携病院について
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693614420001415000014600船橋市立医療センター

1010136700013211000014340東京歯科大学市川総合病院

753131450900280662610037600東京慈恵会医科大学附属柏病院

0073300073300007650日本医科大学千葉北総病院

61431691000015223400018000帝京大学ちば総合医療センター

13311781200017515000019000
国際医療福祉大学国際医療福祉
大学成田病院

令和６年度周産期医療体制に係る調査（令和５年度実績）



令和6年度第1回千葉県周産期医療審議会資料

(国際医療福祉大学成田病院新生児集中治療部)
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新生児入院実績(総数)の推移
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新生児入院実績(出生体重別)の推移
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新生児入院実績(在胎週数別)の推移
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人工呼吸管理実績(重複なしで最大のものをカウント)の推移
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2100気管挿管
3469NCPAP
7200ﾊｲﾌﾛｰｾﾗﾋﾟｰ
12769総数



IUHW成田病院 新生児集中治療部の現状とビジョン
受入基準

34週~, 1500g~
外科△, 心疾患△

ﾌﾟﾚNICU(一般病床)
5~6床

病床数 ハード面

組織内で計画
・協議中

33週~, 1400g~
外科△(CDH×), 
心疾患△(手術×)

ﾌﾟﾚNICU: 5~6床
ﾌﾟﾚGCU: 2~5床

計8~10床

2025年4月

NICU工事
(ｼｰﾘﾝｸﾞﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄなど)

32週~, 1300g~
外科〇~△(CDH×), 
心疾患△(手術×)

NICU: 6床
ﾌﾟﾚGCU(後方一般病床): 

2~5床

’25年10~12月

機器・設備など
順次整備

#当直体制など人員配置も今後の課題



国際医療福祉大学成田病院

産婦人科の診療の状況について



非常勤医師数：5名 (全員産婦人科専門医)

産婦人科専門医：6名 うち指導医5名
産婦人科専攻医：7名

常勤医師数：13名

産婦人科 勤務医師



分娩取り扱い件数
20242023202220212020年

229175132949全分娩数

9842112週以降22週未満
(流産・中絶)

381318102低出生体重児数

18(34w)10(35w以降)10(35w以降)5(35w以降)2(36w以降)早産(対応週数)

140420双胎(件数)

75 (32%)56 (32%)59 (45%)30 (32%)2 (22%)帝王切開

41371741鉗子・吸引

2025年に入り29w、30wの早産児にも対応

＊和痛（無痛）分娩
経腟分娩の約60%程度の方が実施

JALA（無痛分娩関係学会・団体連絡協議会）
登録施設



2020年3月 2025年

コロナ下で
の開院

9月

分娩取り扱
い1例目

新生児科医
2名着任

2022年10月

周産期の
専門医師着任

プレNICU開始

2024年4月

NICU本格始動周産期関連
専門外来開始

開院後の周産期・新生児部門発展の状況

出生前診断外来

胎児疾患の診断・出生後の対応

よろず相談外来

対応可能な早産週数
35w→30wまで徐々に引き下げ

不育症、重症不妊、合併症妊娠
早産・妊娠高血圧腎症既往



2023年1月から周産期、小児科、小児外科の連携した成田バースセンターの発足

3科の密な連携により、妊婦から出生児まで母と子の医療を連続的にサポート



診療の状況
＊出生前診断外来（2023年3月開始） ＊よろず相談外来（2023年1月開始）

精密超音波、NIPT、クアトロテスト、コン
バインドテスト、羊水検査、絨毛検査

不育症、既往妊娠での問題があった方、
難治性不妊、筋腫・腺筋症合併、
合併症のある女性のプレコンセプション約1年間での受診者数：200名

毎週3－4名 様々な相談に対応胎児の異常の疑いがある妊婦に対する紹介対応
出生児の治療に向けたサポート

NIPT認定基幹施設


